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慢性頭痛の診療ガイドライン

器質的脳障害のない，いわゆる慢性頭痛は日常

臨床の場でもっとも多くみられる症状の一つであ

り，数多くの論文(PubMedでは headache約

38,000編，migraineに限ると約18,000編)が発

表されている．また頭痛に関する教科書も毎年多

数出版されているわりには診療指針となる情報は

多くない．2004年，15年ぶりに改訂された「国

際頭痛分類 第2版」は系統的，合理的な分類と

同時に詳細な解説を加えた188頁(日本語版)の大

著であり，それ自体がガイドラインを構成してい

るが，厳密さを求めるあまり，説明が煩瑣，冗長

であり，専門医は別として，一般には読みにくい

と批判されている．

「慢性頭痛の診療ガイドライン」は他疾患のそ

れとは異なり，「国際頭痛分類 第2版」に準拠

し，日常の臨床で取り上げるべきテーマについ

て，専門医のほか一般医をも対象として慢性頭痛

の問題点をすべて抽出し，また患者団体の協力を

も得て，臨床的課題を明確にした．すなわち，91

の設問に分けてエビデンスをもとに解説が加えら

れている．まず，頭痛の一般的解説として，診

断，治療のほか，病診連携，職場・学校での頭痛

対策，OTCや漢方薬による対応法，その他，医

療経済の記載もみられる．さらに，一次性頭痛

(片頭痛，緊張性頭痛，群発頭痛)，小児の片頭

痛，薬物乱用頭痛，遺伝などのほか，「その他の

一次性頭痛」についても多くの頁をさいている．

この分類はいわばwaste basketの様相を呈して

おり，思いつくまま咳嗽，労作，性行為，睡眠時

などに伴う雑多な頭痛が取り入れられており，そ

の他，雷鳴頭痛(thunderclap headache)，持続

性片側頭痛(hemicrania continua)，いわゆる慢

性連日性頭痛(chronic daily headache)の分類上

の問題など，第一版刊行後，厳しい検証を受けた

がまだ議論の余地のある疾患もいくつか含まれて

いる．

本ガイドラインではエビデンスとして選りすぐ

りの文献が多数引用されている．そのうち，国内

文献は国際分類の翻訳，その他を除いても約10

％を占めており，1973年に発足し，1/3世紀の歴

史を有するわが国の頭痛学研究の実績が反映され

ているといってよい．しかし，トリプタンなど，

画期的な治療薬に関する重要な論文は皆無に近

い．この事実は他の神経治療薬と同様，新薬導入

が海外より10年遅れた事情によるもので，「トリ

プタンの失われた10年」によりわが国の優れた

臨床神経学者が海外の学者と互角に競い合える機

会を奪われたものと考えられ，大変残念でならな

い．

慢性頭痛は十人十色で，“There are no dis-

eases，only patients”といわれるように，各症

例には各々の特徴があり，それぞれに subdiag-

nosisを必要とすることも少なくない．本書は日

本頭痛学会の総力をあげて編集され，慢性頭痛の

すべてを網羅した，大変読みやすい画期的なガイ

ドラインであり，日常の臨床で国際頭痛分類に基

づいて正しく診療する際に欠かすことのできない

座右の書である．

片山 宗一(総合南東北病院神経疾患研究所長/獨協医大名誉教授)

編集：日本頭痛学会

B5 頁240 2006年
定価4,200円(本体4,000円＋税5％)
［ISBN4-260-00249-X］医学書院刊

Ⓒ
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 
L
td
,
20
07

-

2026/09/24 08:08:16


